
パワハラ、モラハラ、いじめ・・・。

心の闇は人から人へ伝播する。

誰も気づかないうちに、ひとり、またひとりと

仲間を増やす。

何よりも怖いのは人間だ！

『かがみの孤城』『ツナグ』などで有名な辻村深月

さん初の本格ホラーミステリー。

〈読書週間 １０月27日（日）～１１月９日（土）〉

標語「この一行に逢いにきた」

ぷちさぎ 青井高校図書館だより

２０２4年 10月 NO.6

本の検索は
こちらにアクセス

httpｓ://lib-finder.net/aoi/

《２学期中間考査》

２学期が始まり早１か月。10/10

（木）～10/16（水）中間考査で

す。先月に比べて、勉強に集中

しやすい季節になりました。

図書館は、勉強に集中しやす

い環境が整っています。

休み時間、放課後などぜひ利

用してください。

《葵高祭》

10/24（金）・10/25（土）は葵高

祭です。しっかりと準備をして、

開催に挑みましょう。

今年は古新聞がかなり少ないで

す。主事室にて保管をお願いして

ありますので、必要なクラスは早

めのに確保しましょう。

高校生活の素敵な思い出を作り

ましょう。

終戦まもない１９４７年（昭和２２）
年、まだ戦火の傷痕が至るところに残っ
ているなかで「読書の力によって、平和
な文化国家を作ろう」という決意のもと、
出版社・取次会社・書店と公共図書館、
そして新聞・放送のマスコミ機関も加
わって、１１月１７日から、第１回『読
書週間』が開催されました。
そのときの反響はすばらしく、翌年の第
２回からは期間も１０月２７日～１１月
９日（文化の日を中心にした２週間）と
定められ、この運動は全国に拡がってい
きました。
そして『読書週間』は、日本の国民的

行事として定着し、日本は世界有数の
「本を読む国民の国」になりました。

読書週間の歴史

公益社団法人 読書推進運動協議会HPより

シショドク ～キニナル本Pickup！～

古典文学はとにかくエモい！(エモい＝をかし)

春夏秋冬・朝昼夕夜・森羅万象、すべてがエモい。

・万葉、古今、新古今～授業とは一味違う超訳が、読者の心を虜にする。

『いとエモし』 koto/著 918‐コ

・古典の言葉の力強さ、美しさがいとエモし。

『エモい古語辞典』 堀越英美/著 814-ㇹ

・自分の「推し古文」をみつけよう

『（萌えすぎて）絶対忘れない！妄想古文』 三宅香帆/著 910.2-ミ

『闇祓』

辻村深月/著

913.6-ツ


	スライド 1

